
『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら

み
え

て
く
る
も

の

「四
季
」
に
お
け
る
中
原
中
也
、
中
原
中
也
に
お
け
る
「四
季
穴
２
）

加

　

藤

一

、

第
二
次

「
四
季
」
が
創
刊
さ
れ
て
以
降
、
中
原
は
毎
号
の
よ
う
に
同
誌
に
作

品
を
発
表
し
た
。
そ
の
作
品
発
表
を
ま
と
め
た
の
が

【
資
料
Ｂ
】
の

「
中
原
中

也

。
第
二
次

「
四
季
」
発
表
作
品
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。
中
原
の
生
前
に
刊
行
さ

れ
た
全
三

一
号
の
う
ち
、
計
二
四
号
に
中
原
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二

号
連
続
で
作
品
が
掲
載
さ
れ
な
か

っ
た
の
は

一
度
し
か
な
い
。

こ
の
よ
う
な

「
四
季
」

へ
の
関
わ
り
方
を
み
れ
ば
、　
一
九
二
六
年
の
同
人
改
編
の
際
、
中
原

が
新
し
い
同
人
と
し
て

「
四
季
」
に
迎
え
ら
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
だ

っ
た
と

い
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
続
稿
で
あ
ら
た
め
て
考
え
た
い
。

と
こ
ろ
で
、

【
資
料
Ｂ
】
を
み
て
い
て
気
づ
く
の
は
、
第
二
次

「
四
季
」
に

発
表
さ
れ
た
詩
篇
の
う
ち
、
『
山
羊
の
歌
』
（文
圃
堂
書
店
、
一
九
二
四
年

一
二

月
）
収
録
詩
篇
が
少
な
い
の
は
詩
集
の
刊
行
時
期
か
ら
考
え
れ
ば
当
然
な
の
だ

が
、
そ
の
わ
り
に
は
第
二
詩
集

『
在
り
し
日
の
歌
』
（創
元
社
、
一
九
二
八
年
四

月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
作
品
が
意
外
と
多
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。　
一

般
的
な
感
覚
だ
と
、
せ

っ
か
く
制
作
し
た
の
だ
か
ら

『
山
羊
の
歌
』
非
収
録
の

作
品
は
す
べ
て

『
在
り
し
日
の
歌
』
に
収
録
さ
れ
て
も
よ
か

っ
た
よ
う
に
思
え

る
が
、
中
原
は
第
二
次

「
四
季
」
に
発
表
し
た
す
べ
て
の
詩
篇
を

『
在
り
し
日

の
歌
』
に
収
録
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
か
。

こ
の

『
在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
詩
篇
の
多
さ
は
、
中
原
が
第
二
次

「
四

季
」
と
並
行
し
て
常
時
作
品
を
寄
稿
し
て
い
た
雑
誌

「文
学
界
」
と
比
較
す
る

と
、
よ
り
際
立

つ
。
「
四
季
」
に
発
表
さ
れ
た
中
原
の
創
作
詩
全
二
四
篇
の
う

ち
、
『
在
り
し
日
の
歌
』
収
録
作
品
は
、
詩
集
編
集
時
に
改
作
さ
れ
て
部
分
的

に
収
録
さ
れ
た

「或
る
夜
の
幻
想
」
を
含
め
て
も
そ
の
六
割
に
満
た
な
い

一
三

篇
し
か
な
く
、
『
山
羊
の
歌
』
『
在
り
し
日
の
歌
』
ど
ち
ら
に
も
収
録
さ
れ
な

か

っ
た
作
品
は
九
篇
あ
る
。
と
こ
ろ
が

【資
料
Ｃ
】
の

「中
原
中
也

。

「文
学

非Б

彦

『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の



『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

【資
料

Ｂ
】
中
原
中
也

・
第

二
次

「
四
季
」
発
表
作
品
リ

ス
ト

▼
第
二
次

「四
季
」
創
刊
号
か
ら
中
原
追
悼
号
に
あ
た
る
第
三
二
号
ま
で

を
順
に
並
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
原
の
作
品
を
示
し
た
。

▼
表
の
列
は
、
上
か
ら
順
に
、
第
二
次

「
四
季
」
の
号
数
、
発
行
年
月
、

発
表
作
品
名
、
『山
羊
の
歌
』

へ
の
収
録
、
『在
り
し
日
の
歌
』

へ
の
収
録
、

詩
集
非
収
録
、
再
発
表
か
ど
う
か
、
創
作
詩
以
外
か
ど
う
か
、
を
示
す
。

▼
第
二
次

「四
季
」
は
雑
誌
に
表
記
さ
れ
て
い
る
年
月
号
と
発
行
年
月
と

が
ず
れ
て
い
る
。
こ
の
リ
ス
ト
で
示
し
た
年
月
は
後
者
。

第 第 第 第 第 第
九
号

第
八
号

第
七
号

第
六
号

第
五
号

第
四
号

第
二
号

弟

二

号

副
刊
号 晰四

号
〓
百
万

一
百
弓

〇
号

三

五

・
一
二

二

五

・
一　
一

二
五
・
一
〇

三
五
・九

二

五

・
八

一二
五

上
〈

二

五

・
五

三
五
・
四

二

五

二
二

一二
五

二

一

三

五

・
一

三
四
・
〓

一

三
四
・
一
一

三
四
二

〇 褻
除
夜
の
鐘

青
い
瞳

詩
人
は
辛
い

夏
の
夜
に
覚
め
て
見
た
夢

倦
怠

【翻
訳
】烏

・
オ
フ
ヱ
リ
ア

我
が
ヂ
レ
ン
マ

む
な
し
さ

【評
論
】
近
時
詩
壇
寸
感

秋
の

一
日

み
ち
こ 諫

晰
〇 〇 躙

〇 〇 〇 〇 餘
〇 〇 〇

颯☆ ☆

〇 〇 躙

第
二
二
号

第
二

一
号

第
二
〇
号

第
二
九
号

弟
一

第
一

第 第 第
二
四
号

第 第 第 第
二
〇
号

第 第 第 第

一
六
号

第

五
号

八
号

七

号
五
号 一百

万
一
百
萄 万

九
号

八
号

七
号

三
七
・
〓

一

三
七
・
一
〇

三
七
・九

三
七
・七

三
七
・六

三
七
・五

三
七
・四

三
七
二
一

三
七
・
一

一二
工（
・
一
二

一量
／
・
、　
一
〇

一量
′
・
、
九

一三

ノ
．
、

八

一二
ユ（
・一（

〓
〓
ノ
．
、

五

一量
′
・
、
四

一二
工（
・二

※
中
原
追
悼
号

翻
訳
】娘
と
山
鳩

翻
訳
】
サ
ア
デ
ィ
の
薔
薇

評
論
】
逝
け
る
辻
野
君

初
夏
の
夜
に

【評
論
】詩
集
　
浚
渫
船

【
評
論
】
デ
ボ

ル
ド
ー
、ワ

ル

モ
オ
ル

蛙
声

雨
の
朝

取
る
夜
の
幻
想

北
沢
風
景

か

な

し

み

幻
想

郵
便
局

ゆ
き
て
か
へ
ら
ぬ

幼
獣
の
歌

夜
更
の
雨

わ
が
半
生

独
身
者

雪
の
賦

【翻
訳
】神
は
、
私
の
生
れ
る

時
‥

冷
た
い
夜

〇 △ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

○ 〇 〇 〇 〇 〇
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【
資
料

Ｃ
】

中

原
中

也

・
「文
学

界
」

発
表
作

品
リ

ス
ト

▼

「文
学
界
」
復
活
号
か
ら
中
原
追
悼
号
に
あ
た
る
第
四
巻
第

一
二
号
ま

で
を
順
に
並
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
中
原
の
作
品
を
示
し
た
。

▼
表
の
列
は
、
上
か
ら
順
に
、

「文
学
界
」
の
巻
号
数
、
発
行
年
月
、
発
表

作
品
名
、
『
山
羊
の
歌
』

へ
の
収
録
、
『在
り
し
日
の
歌
』

へ
の
収
録
、
詩

集
非
収
録
、
再
発
表
か
ど
う
か
、
創
作
詩
以
外
か
ど
う
か
、
を
示
す
。

▼
文
化
公
論
社
発
行
の
創
刊
号
―
第
二
巻
第

二
号

（
一
九
二
三

。
一
〇
―

一
九
二
四

。
二
）
に
は
中
原
の
作
品
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ

て
リ
ス
ト
か
ら
除
外
し
た
。

第

一
〇

号

第
九
号

第

八
号

第
七

号

第

六
号

第

五
号

第

四
号

第

三
号

第

二
号

第

二
巻
第

一
号

第

四
号

第

二
号

第

一
巻
第
二
号

復

活

号

顆
一二
五

・
一　
一

三
五

二

〇

二
五

・九

三
五

・
八

二
五

上
（

三
五

・
五

三
五

・
四

三

五

二
二

一二
五

二

一

一二
五

・
一

三
四

・九

三
四

・
八

三
四

・
七

三

四

上
（

躙

【翻
訳
】孤
児
等
の
お
年
玉

【翻
訳
〓
最
本堂
に
て

夏

の
明
方

年

長
妓

が

歌

つ
た

初
夏
の
夜

こ
の
小
児

朝
鮮
女

雲
雀

春
と
赤
ン
坊

【評
論
】詩
と
其
の
伝
統

〇 〇 〇 〇 〇

○ 輻
鸞
握
熙

一灘

〇 〇 〇

第

一
一
一号

第

一　
一
号

第

一
〇

号

第

九

号

第

八
号

第

七
号

第
六
号

第

五
号

第

四
号

第

二
号

第

二
号

第

四
巻

第

一
号

第

一
二
号

第

一
一
号

第

一
〇
号

第
九

号

第
八
号

第

七

号

第

六

号

第

五
号

第

四
号

第

二
号

第

二
号

第

二
巻
第

一
号

三
七

・
〓

一

三
七

・
一　
一

三
七

・
一
〇

三
七

・九

三
七

・
八

三
七

・七

三

七

上
ハ

三
七

・
五

三
七

・
四

三
七

二
二

三
七

二

一

三

七

・
一

一二
一（
・
一
二

一二
一（
・
一
一

一量

ノ
．
、
　
一
〇

一量

／
・
、

九

一壬

ノ
．
、

八

一二

ノ
．
、

七

一二
工（
・六

〓
〓
′
・
、

五

一二

／
・
、

四

※
中
原
追
悼
号

正
午

春
日
狂
想

冬
の
長
門
峡

月
の
光
　
そ
の
二

月
の
光

ま
た
来
ん
春

言
葉
な
き
歌

幻
影

秋
の

一
日

思
ひ
出

春
宵
感
懐

六
月
の
雨

【
評
論

】
思

ひ
出

す

牧

野
信

一

春
の
日
の
歌

冬
の
日
の
記
憶

含
羞

〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇

〇
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『
在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の



『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

界
」
発
表
作
品
リ
ス
ト
」
を
み
て
み
る
と
、
「
文
学
界
」
に
発
表
さ
れ
た
計
二

一
篇
の
う
ち
、
『
在
り
し
日
の
歌
』
に
収
め
ら
れ
な
か

っ
た
作
品
は

「
夏
の
明

方
年
長
妓
が
歌

つ
た
」
の
わ
ず
か

一
篇
き
り
な
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
中
原

が
第
二
詩
集
を
構
想
し
始
め
る
の
は

一
九
三
六
年
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

り
、
常
に
詩
集
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
詩
の
雑
誌
発
表
が
行
わ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
ま
た
、
中
村
稔
が

「
『
山
羊
の
歌
』
『
在
り
し
日
の

歌
』
を
作

っ
た
中
原
は
、
あ
る
考
え
が
あ

っ
て
そ
こ
に
収
め
る
詩
を
選
ん
だ
ん

で
あ

っ
て
、
自
分
の
自
信
作
を
す
べ
て
詩
集
に
入
れ
る
と
い
う
考
え
で
は
な

か

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
「
在
り
し
日
の
歌
』
な
ら

『在
り
し
日
の
歌
』
と
し

て
ま
と
め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
を
中
原
の
基
準
で
選
ん
で
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
全
体
の
構
成
を
考
え
た
上
で
あ
え
て
詩
集
か
ら
外

さ
れ
た

「自
信
作
」
も
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
四
季
」
「
文
学
界
」

発
表
作
品
の
詩
集
収
録
数
に
こ
れ
ほ
ど
の
数
の
開
き
が
あ
る
と
な
る
と
、
結
果

的
に
両
者
の
数
に
差
が
出
て
し
ま

っ
た
と
考
え
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
「文
学
界
」

と

「
四
季
」
に
対
す
る
中
原
の
意
識
に
微
妙
な
違
い
が
あ

っ
た
、
と
と
ら
え
た

ほ
う
が
自
然
だ
ろ
う
。

で
は
、
両
者
に
対
す
る
中
原
の
意
識
は
ど
の
よ
う
に
違

っ
て
い
た
の
か
。

「
文
学
界
」
と
の
比
較

の
な
か
か
ら
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
中
原
の
第
二
次

「
四
季
」
に
対
す
る
意
識
と
は
、
果
た
し
て
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と

を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
、
両
者
と
同
時
期
に
中
原
が
多
く
の
作
品
を
発
表
し
て

い
た
も
う
ひ
と

つ
の
雑
誌
、
「
歴
程
」
に
つ
い
て
ま
ず
は
言
及
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
原
は

「
四
季
」
同
人
で
あ
る
と
同
時
に

「
歴
程
」
同
人
で
も
あ
る
唯

一
の
詩
人
だ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
「
四
季
」
に
お
け

る
中
原
の
活
動
、
も
し
く
は

「
歴
程
」
に
お
け
る
そ
れ
を
考
え
よ
う
と
す
る
場

合
、
も
う

一
方
の
雑
誌
を
参
照
し
、
そ
の
比
較
の
な
か
か
ら
中
原
の
個
性
を

探

っ
て
い
く
か
、
あ
る
い
は
中
原
が
両
者
の
同
人
だ

っ
た
こ
と
を
積
極
的
に
意

味
づ
け
て
い
く
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
前
者
の
例
と
し
て

「
「
四
季
」
「歴
程
」

の
二
誌
の
中
に
置
い
て
見
る
時
、
「歴
程
」
の
中
の
中
原
中
也
こ
そ
、
よ
り
ふ

さ
わ
し
く
、
そ
の
作
品
は
安
定
し
て
い
る
」
と
す
る
小
川
和
佑
の
論
、
後
者
の

例
と
し
て

「中
原
中
也
が
こ
う
い
う

「
四
季
」
と

「歴
程
」
の
同
人
で
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
自
体
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
中
也
の
独
自
性
を
示
し
て
い
る
」
と
指
摘

す
る
平
岡
敏
夫
の
論
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
「
四
季
」
「
歴
程
」
両
方
の
同
人
だ

っ
た
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な

く
ほ
か
の
詩
人
た
ち
と
区
別
さ
れ
る

「
中
也
の
独
自
性
」

で
は
あ
る
。
し
か

し
、
第
二
次

「
四
季
」
に
対
す
る
中
原
の
意
識
を
考
え
る
に
際
し
て
、
わ
た
し

は

「
四
季
」

の
比
較
対
象
と
し
て
安
易
に

「
歴
程
」
を
持
ち
出
し
た
く
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、　
一
九
二
五
年

一
〇
月
に
創
刊
さ
れ
た

「歴
程
」
は
、
月
刊
誌

で
あ
る
第
二
次

「
四
季
」
や

「
文
学
界
」
と
違

っ
て
定
期
的
に
は
刊
行
さ
れ

ず
、
し
か
も
中
原
の
生
前
に
は
わ
ず
か
五
冊
し
か
発
行
さ
れ
な
か

っ
た
か
ら
で

あ
る
。
詩
人
サ
ー
ク
ル
と
し
て
の

「
歴
程
」
は
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
不
定

期
刊
行
の
雑
誌
が
、
中
原
の
意
識
の
な
か
で

「
四
季
」
や

「文
学
界
」
と
並
ぶ

ほ
ど
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
ど
う
か
。
発
表
作
品
数
の
点
か
ら
み
て

も
、
中
原
が
そ
の
五
冊
に
発
表
し
た
詩
篇
は
わ
ず
か

一
〇
篇
し
か
な
く
、
「
四
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季
」
と

「文
学
界
」
そ
れ
ぞ
れ
に
発
表
し
た
作
品
数
の
約
半
分
に
過
ぎ
な
い
。

渡
邊
浩
史
は

「
『
四
季
』
と

『
歴
程
』
は
明
ら
か
に
相
違
す
る
詩
観
を
志
向

し
て
い
る
」
と
し
て
、
両
者
に
発
表
さ
れ
た
中
原
の
作
品
に
、
そ
の

「
詩
観
」

に
対
応
し
た

「質
的
差
異
」
を
み
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
が

「
明
ら
か
に
相
違
す
る
詩
観
を
志
向
し
て
い
る
」
と
は
後
年
か
ら
み
た
と
き
結

果
的
に
い
え
る
こ
と
で
あ

っ
て
、　
一
方
は

「
最
初
か
ら
明
瞭
な
文
学
運
動
と
し

て
の
主
張
を
持
」

っ
て
い
な
か

っ
た
雑
誌
、
も
う

一
方
は
次
の
号
が
い
つ
出
る

と
も
し
れ
な
い
雑
誌
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「詩
観
」
を
意
識
し
な
が
ら
中

原
が
作
品
発
表
を
行

っ
て
い
た
よ
う
に
は
わ
た
し
に
は
思
わ
れ
な
い
。
仮
に
中

原
が

「
四
季
」
と
の
違
い
を
意
識
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
「
歴
程
」
よ
り
も
詩

雑
誌
で
は
な
い

「
文
学
界
」

の
ほ
う
に
こ
そ
そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
だ
ろ
う

し
、
そ
も
そ
も

「
四
季
」
や

「
歴
程
」
に
限
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雑
誌
の

「詩

観
」
や

「
志
向
」
を
意
識
し
て
中
原
が
発
表
作
品
を
選
ん
で
い
た
か
ど
う
か
も

わ
た
し
に
は
疑
問
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
や
そ
こ
に
集
う
文
学
者
た
ち
の
思
想

を
気
に
し
な
か

っ
た
か
ら
こ
そ
、
中
原
は
の
ち
に

「詩
人
ク
ラ
ブ
」
と

「東
京

詩
人
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
主
義
主
張
が
明
確
に
異
な
る
詩
人
サ
ー
ク
ル
の
ど
ち
ら

に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
中
原
が
雑
誌
に
対
し
て
何
か
を
意

識
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
せ
い
ぜ
い
そ
れ
が
詩
の
専
門
誌
か
総
合
的
な
文
芸
誌

か
と
い
う
こ
と
や
、
あ
る
い
は
そ
の
雑
誌
の
ネ
ー
ム
バ
リ

ュ
ー
ぐ
ら
い
だ

っ
た

の
で
は
な
い
か
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
「
歴
程
」
に
発
表
さ
れ
た
中
原
の
詩
篇
の
う
ち
、
『
在
り

し
日
の
歌
』
に
収
録
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
の
割
合
は

「
四
季
」
以
上
に
多
く
、

発
表
詩
篇
の
半
数
に
あ
た
る
計
五
篇
が
詩
集
非
収
録
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
詩

の
専
門
誌
で
あ
る

「
四
季
」
「
歴
程
」
と
、
小
説
、
評
論
中
心
の
総
合
的
な
文

芸
誌
で
あ
る

「
文
学
界
」
に
対
す
る
中
原
の
微
妙
な
意
識
の
違
い
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
安
原
喜
弘
は
、
も
と
も
と
中
原
は

「
自
分
の
原
稿
を
所
謂
る
文
壇

と
か
詩
壇
の
家
内
発
表
機
関
に
載
せ
よ
う
な
ぞ
と
は
夢
想
も
し
」
て
お
ら
ず
、

「
社
会
的
な
綜
合
雑
誌
に
よ

つ
て
正
当
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
」
「
又
そ
れ
に
よ

つ

て
己
の
労
作
に
対
す
る
正
当
な
報
償
の
支
払
わ
れ
る
こ
と
」
を
望
ん
で
い
た
と

述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
右
の
三
誌
は
い
ず
れ
も

「
社
会
的
な
綜
合
雑
誌
」

で
は
な
い
し
、
中
原
が

一
九
二
六
年
四
月

一
二
日
付

の
松
田
利
勝
宛
書
簡

で

「
毎
月
タ
ダ
の
詩
を
発
表
す
る
の
に
も
疲
れ
」
と
ば
や
い
て
い
る
よ
う
に
、
三

誌
以
外
も
含
め
た
ほ
と
ん
ど
の
雑
誌
で

「
正
当
な
報
償
」
は
支
払
わ
れ
な
か

っ

た
ら
し
い
。
し
か
し
、
雑
誌
の
内
容
や
世
間
か
ら
の
注
目
度
を
考
え
れ
ば
、

「
四
季
」
や

「
歴
程
」
よ
り
も

「
文
学
界
」
の
ほ
う
が
は
る
か
に
中
原
の
希
望

に
近
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
中
原
は

「文
学
界
」
の
ほ
う
に
こ
そ

重
き
を
置
い
て
、
み
ず
か
ら
が
表
現
し
た
い
も
の
や
完
成
度
が
高
い
と
思
う
作

品
を
優
先
的
に
発
表
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
結
果
が
、
「
四
季
」
「
歴

程
」
「
文
学
界
」
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
た
詩
篇
の

『
在
り
し
日
の
歌
』
収
録

作
品
数
の
差
と
な

っ
て
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
一晏
を
返
せ
ば
、
「
四
季
」
や

「
歴
程
」
は
中
原
に
と

っ
て
完

成
度
が
高
い
と
必
ず
し
も
い
え
な
い
詩
篇
や
み
ず
か
ら
の
ほ
か
の
詩
篇
と
は
や

や
異
な
る
詩
風
の
作
品
を
発
表
す
る
場
だ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
渡

邊
浩
史
は
、
「
ゆ
き
て
か

へ
ら
ぬ
」
や

「散
文
詩
四
篇
」
、
「
或
る
夜
の
幻
想
」

『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も

の
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『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

な
ど
の

「散
文
詩
や
短
詩
の
連
作
構
成
の
詩
篇
は
、
昭
和

一
一
年
後
期
に
な

っ

て
、
中
原
が
意
欲
的
に
始
め
た
詩
の
形
式
の
新
し
い
試
み
で
あ

っ
た
」
と
い
う

『新
編
中
原
中
也
全
集
』
の
指
摘
を
受
け
て
、
「
こ
の
よ
う
な

「形
式
の
新
し
い

試
み
」
が

『
四
季
』
発
表
の
中
原
詩
だ
け
か
ら
見
出
せ
た
こ
と
に
我
々
は
留
意

す
べ
き
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
渡
邊
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

そ
の
こ
と
が

「
発
表
詩
が
雑
誌
の
主
義
主
張
と
連
動
す
る
関
係
性
に
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
」
と
は
わ
た
し
は
思
わ
な
い
が
、
中
原
が

「
四
季
」
を
舞
台
と
し
て

「
新
し
い
試
み
」
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ

た
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
は
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
う
。

右
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
作
品
の
う
ち
、
「
散
文
詩
四
篇
」
は
い
ず
れ

も

『
在
り
し
日
の
歌
』
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
或
る
夜
の
幻
想
」
は
改
作

さ
れ
た

一
部
分
の
み
が
収
録
。
唯

一
き
ち
ん
と
詩
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が

「
四
季
」
第
二
二
号
に
発
表
さ
れ
た

「
ゆ
き
て
か

へ
ら
ぬ
」

で
あ
る
が
、
初
出

時
に
は
タ
イ
ト
ル
の
下
に

「
（未
定
稿
と

と
付
記
さ
れ
て
い
た
。
同
様
の
例
は

「
四
季
」
第
五
号
に
発
表
さ
れ
た

「
む
な
し
さ
」
に
も
み
ら
れ
、
こ
の
詩
の
初

出
時
の
タ
イ
ト
ル
に
も
や
は
り

「
習
作
」
を
意
味
す
る

「
（日
ご
論
こ

と
い
う

語
が
付
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
、
「
歴
程
」
に
は
こ
う
し
た

「
新
し
い
試
み
」
や

沢
未
定
稿
と

な
ど
の
語
句
が
示
さ
れ
て
い
る
作
品
は
み
あ
た
ら
な
い
。
と
す

れ
ば
、
こ
こ
に
こ
そ

「
四
季
」
に
対
す
る
中
原
の
意
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

中
原
に
と

っ
て

「
四
季
」
は
、
完
成
度
が
高
い
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
よ

う
な
作
品
、
あ
る
い
は
み
ず
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
作
品
傾
向
と
違
う
よ
う
な
作

品
を
発
表
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
い
わ
ば
実
験
の
場
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な

雑
誌
だ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
同
誌
に
発
表
さ
れ
た
詩
篇
に
は

『
在
り
し
日
の
歌
』

に
収
録
さ
れ
な
か

っ
た
も
の
が
結
果
的
に
多
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。　
一
方
、
「
歴
程
」
が
そ
の
よ
う
な
実
験
の
場
と
な
ら
な
か

っ
た
の
は
、
先

ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
同
誌
が
不
定
期
刊
行
で
あ

っ
た
こ
と
、
中
原
の
生
前
に
あ

ま
り
多
く
の
号
が
刊
行
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
詩
を
専
門
と
す
る
月
刊
誌
だ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
中
原
は
第
二
次

「
四

季
」
に
実
験
的
な
作
品
を
気
軽
か

つ
大
胆
に
発
表
で
き
た
の
だ
ろ
う
し
、
そ
こ

に
は
詩
人
た
ち
の
集
う
場

で
み
ず
か
ら
の

「
新
し
い
試
み
」
を
問
う
意
図
も

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
試
み
は
あ
る
程
度
の
成
功
を
収
め
た
と

い
え
る
。
右
で
言
及
し
た

「散
文
詩
四
篇
」
を

「中
原
君
が
こ
ん
ど
出
し
た
や

う
に
、
四
、
五
篇
堂
々
と
発
表
す
る
し
か
た
、
大
い
に
わ
が
意
を
得
た
も
の
だ
」

と
評
価
し
た
の
は
、
第
二
次

「
四
季
」

の
中
心
的
な
人
物
、
堀
辰
雄
で
あ

っ

た
。た

だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
中
原
の
詩
業
全
体
か

ら
考
え
た
場
合
、
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
は
今
日
的
に
み
て
そ
れ
ほ
ど
評

価
が
高
く
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

「
四
季
」
に
発
表
さ
れ

た
詩
篇
の
な
か
に
も
、
「
蛙
声
」
や
後
述
す
る

「
倦
怠
」
な
ど
、
佳
品
は
い
く

つ
か
み
い
だ
せ
る
。
右
で
言
及
し
た

「
ゆ
き
て
か
へ
ら
ぬ
」
も
、
そ
の
う
ち
の

ひ
と

つ
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
四
季
」
に
発
表
さ
れ

た
詩
篇
を

「文
学
界
」
の
そ
れ
と
比
べ
て
み
る
と
、
や
は
り
見
劣
り
す
る
と
い

わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
先
に
わ
た
し
は
、
中
原
は
み
ず
か
ら
が
表
現
し
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た
い
も
の
や
完
成
度
が
高
い
と
考
え
て
い
る
作
品
を
優
先
的
に

「文
学
界
」
に

発
表
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う

に
、
「春
と
赤

ン
坊
」
「
雲
雀
」
「含
羞
」
翌
ハ
月
の
雨
」
三
百
葉
な
き
歌
」
「
ま
た

来
ん
春
…
…
」
「
月
の
光
」
「
冬
の
長
門
峡
」
「
春
日
狂
想
」
な
ど
、
今
日
的
に

完
成
度
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
作
品
、
中
原
ら
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
作
品

は
、
「文
学
界
」
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
次

「
四
季
」
や

「
歴
程
」
は
中
原
中
也
と
い
う
詩
人
の
存
在
を
詩
壇
に

知
ら
し
め
る
役
割
を
持

っ
て
い
た
。
小
川
和
佑
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
四
季
」
「
歴
程
」
を
発
表
の
場
に
持

つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
中
原
中
也
と
い
う

文
学
雑
誌
の
詩
人
は
、
こ
こ
で
初
め
て
詩
壇
の
詩
人
と
な

っ
た
六
傍
点
原
文
）

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
存
在
感
は

「
四
季
」
や

「歴
程
」
で
は
な
く

「文

学
界
」
に
発
表
さ
れ
た
詩
篇
に
お
い
て
こ
そ
、
よ
り
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い

る
。
中
原
に
つ
い
て

「雑
誌

「文
学
界
」
の
同
人
中
で
、
た
だ

一
人
の
詩
人
」

と
述
べ
た
の
は
萩
原
朔
太
郎
で
あ
る
が
、
実
際
は
同
人
で
は
な
い
中
原
を
朔
太

郎
が
そ
の
よ
う
に
勘
違
い
し
て
し
ま

っ
た
の
も
、
無
理
は
な
い
こ
と
で
あ

っ

た
。

二
、

『山
羊
の
歌
』
に
も

『在
り
し
日
の
歌
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い

「
四
季
」

発
表
作
品
の
な
か
に
は
、
詩
集
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
よ

う
な
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
、　
一
九
三
五
年
六
月
発

行
の
第
九
号
に
発
表
さ
れ
た

「倦
怠
」
だ
。　
一
時
は

『在
り
し
日
の
歌
』

へ
の

収
録
が
考
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
結
局
こ
の
詩
は
同
書
に
収
録
さ
れ
な

か

っ
た
。
以
下
に
全
文
を
引
用
す
る
。

倦
怠
の
谷
間
に
落

つ
る
／
こ
の
真

ツ
白
い
光
は
、
／
私
の
心
を
悲
し
ま

せ
、
／
私
の
心
を
苦
し
く
す
る
。
／
／
真

ツ
白
い
光
は
、
沢
山
の
／
倦
怠

の
呟
き
を
掻
消
し
て
し
ま
ひ
、
／
倦
怠
は
、
や
が
て
憎
怨
と
な
る
／
か
の

無
言
な
る
惨
ま
し
き
憎
怨
…
…
…
／
／
忽
ち
に
そ
れ
は
心
を
石
と
化
し
／

人
は
た
だ
寝
転
ぶ
よ
り
仕
方
も
な
い
の
だ
／
同
時
に
、
果
さ
れ
ず
に
過
ぎ

る
義
務
の
数
々
を
／
悔
い
な
が
ら
に
か
ぞ

へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

／
／
は
て
は
世
の
中
が
偶
然
ば
か
り
と
み
え
て
き
て
、
／
人
は
た
だ
、
絶

え
ず
慄

へ
る
、
木
の
葉
の
や
う
に
／
午
睡
か
ら
覚
め
た
ば
か
り
の
や
う
に

／
果
然
た
る
意
識
の
裡
に
、
眼
光
ら
せ
死
ん
で
ゆ
く
の
だ

詩
集
非
収
録
の
た
め
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
も
の
の
、
作
品
自
体
の
評
価
は
決
し
て
低
く
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
中
村
稔

は

「作
品
の
全
体
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
の
ふ
く
ら
み
を
欠
い
て
い
る
」
と
し

つ

つ
も
、
作
品
が
進
む
に
つ
れ
て

「詩
人
」
は

「倦
怠
し
た
心
」
に

「息
苦
し
く

迫

っ
て
」
い
き
、
最
終
的
に
そ
の

「心
」
を

「木
の
葉
の
よ
う
に
絶
え
ず
慄
え

な
が
ら
、
四
海
の
生
起
す
る
事
象
を
偶
然
と
ば
か
り
み
な
が
ら
、
呆
然
と
、
し

か
も

「
眼
光
ら
せ
」
死
ん
で
ゆ
く
ほ
か
な
い
」
と
い
う

「不
気
味
な
情
念
に
ま

で
追
い
つ
め
て
ゆ
く
」
の
と
比
較
す
る
と
、
「
朝
の
歌
」
も

「
臨
終
」
も
ま
こ

と
に
典
雅
な
抒
情
詩
で
あ
る
と
い
う
感
を
否
め
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ

て
い
る
。

『
在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の



『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

ま
た
、
第
二
次

「
四
季
」

へ
の
発
表
当
時
、
こ
の
詩
を
高
く
評
価
し
た
の
は

萩
原
朔
太
郎
で
あ
る
。
朔
太
郎
は
、
中
原
か
ら

「前
に
寄
贈
さ
れ
た
詩
集
」
で

は

「
巻
尾
の
方
に
収
め
ら
れ
た
感
想
詩
体
の
も
の
が
、
僕
に
と

つ
て
最
も
興
味

深
く
感
じ
ら
れ
た
」
と
述
べ
た
上
で
、
こ
の
詩
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

今
度
の

「倦
怠
」
は
こ
れ
と
ち
が
ひ
、
相
当
技
巧
的
に
も
凝

つ
た
作
品
だ

が
、
前
の
詩
集

（山
羊
の
歌
）
と
は
大
に
変

つ
て
、
非
常
に
緊
張
し
た
表

現
で
あ
り
、
こ
の
詩
人
の
所
有
す
る
本
質
性
が
よ
く
現
れ
て
居
る
。
特
に

第
二
聯
の

「人
は
た
だ
寝
転
ぶ
よ
り
仕
方
も
な
い
の
だ
。
同
時
に
、
果
さ

れ
ず
に
過
ぎ
る
義
務
の
数
々
を
、
悔
い
な
が
ら
か
ぞ
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。
」
の
三
行
が
よ
く
抒
情
的
な
美
し
い
効
果
を
あ
げ
て
る
。
「山
羊

の
歌
」
の
中
原
君
に
対
し
て
、
少
し
く
微
温
的
な
不
満
を
感
じ
て
居
た
僕

で
あ
る
が
、
今
度
の

「倦
怠
」
に
は
讃
辞
を
呈
す
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、

こ
の
詩
人
の
本
然
し
て
ゐ
る
道
な
の
だ
ら
犯
。

朔
太
郎
も
中
村
と
同
じ
く
こ
の
詩
の
持

つ
緊
張
感
を
高
く
評
価
し
て
い
る

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
同
感
で
あ
る
。
特
に
最
終
連
で
は
、
そ
の

緊
張
感
の
な
か
、
「
偶
然
ば
か
り
」
の

「世
の
中
」
で
自
分
が
意
志
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
の
は
「
眼
光
ら
せ
死
ん
で
ゆ
く
」

こ
と
し
か
な
い
、
と
い
う

「私
」
の
壮
絶
な
覚
悟
が
歌
わ
れ
て
い
て
、
わ
た
し
た
ち
の
胸
を
打

つ
。
た
だ
、

「
前
の
詩
集

（山
羊
の
歌
）
と
は
大
に
変

つ
て
」
と
朔
太
郎
が
指
摘
し
て
い
る

点
に
つ
い
て
は
、
誤
解
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
倦
怠
」
の
最

終
連
は
、
「
私
は
希
望
を
唇
に
噛
み

つ
ぶ
し
て
／
私
は
ギ

ロ
ギ

ロ
す
る
目
で
諦

め
て
ゐ
た
…
…
／
暗
、
生
き
て
ゐ
た
、
私
は
生
き
て
ゐ
た
！
」
と
い
う

『
山
羊

の
歌
』
所
収
の

「少
年
時
」
の
最
終
連
と

つ
な
が

っ
て
お
り
、
詩
想
的
に
は
や

や
異
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
生
お
よ
び
そ
の
反
動
と
し
て
の
死
を
み
つ
め
て
い

る
点
、
意
志
的
に
何
か
を
諦
め
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
両
者
は
共
通
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
詩
の
題
名
と
も
な

っ
て
い
る

「
倦
怠
」
は
、
『
山
羊
の
歌
』

に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
テ
ー
マ
で
、
『
在
り
し
日
の
歌
』
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
詩
が

『
在
り
し
日
の
歌
』
に
収

録
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
、
そ
こ
に
こ
そ
理
由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の

「
四
季
」
発
表
作
品
の
な
か
に
、

気
に
か
か
る
詩
篇
が
も
う
ひ
と

つ
あ
る
。　
一
九
二
五
年

一
〇
月
発
行
の
第

一
二

号
に
発
表
さ
れ
た

「詩
人
は
辛
い
」
と
い
う
作
品
だ
。

私
は
も
う
歌
な
ぞ
歌
は
な
い
／
誰
が
歌
な
ぞ
歌
ふ
も
の
か
／
／
み
ん
な
歌

な
ぞ
聴
い
て
は
ゐ
な
い
／
聴
い
て
る
や
う
な
ふ
り
だ
け
は
す
る
／
／
み
ん

な
た
ゞ
冷
た
い
心
を
持

つ
て
ゐ
て
／
歌
な
ぞ
ど
う
だ

つ
た
つ
て
か
ま
は
な

い
の
だ
／
／
そ
れ
な
の
に
聴
い
て
る
や
う
な
ふ
り
は
す
る
／
そ
し
て
盛
ん

に
拍
手
を
送
る
／
／
拍
手
を
送
る
か
ら
も
う

一
つ
歌
は
う
と
す
る
と
／
も

う
沢
山
と
い
つ
た
顔
／
／
私
は
も
う
歌
な
ぞ
歌
は
な
い
／
こ
ん
な
御
都
合

な
世
の
中
に
歌
な
ぞ
歌
は
な
い

こ
の
詩
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
数
年
後
、
土
方
定

一
は

「書
か
れ
た
詩
と
、
朗

読
を
予
想
さ
れ
、
言
葉
の
音
感
に
美
は
し
い
感
覚
の
持
た
れ
た
朗
読
さ
れ
る

詩
、
歌
は
れ
る
詩
、
の
二
つ
が
少
な
く
と
も
現
代
詩
の
う
ち
に
あ
る
」
と
指
摘

し
た
。
そ
の

「
歌
は
れ
る
詩
」
の
実
作
者
と
し
て
、
上
方
は
中
原
の
名
前
を
挙

げ
て
い
る
が
、
右
の
詩
篇
は
土
方
の
い
う

「歌
は
れ
る
詩
」
を
否
定
し
た
よ
う

-8-



な
作
品
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
こ
の
詩
の
主
眼
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

「
み
ん

な
歌
な
ぞ
聴
い
て
は
ゐ
な
い
」
こ
と
に
対
す
る

「詩
人
」
の
つ
ら
さ
の
表
明
に

あ
る
。
と
り
わ
け
す
ぐ
れ
た
詩
で
あ
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
対
人
関
係
に
お
け

る
孤
独
感
、
疎
外
感
が
平
易
な
言
葉
で
綴
ら
れ
て
い
て
、
中
原
ら
し
い
作
品
と

い
え
る
。

そ
れ
ほ
ど
有
名
で
は
な
い
こ
の
作
品
が
、　
一
九
九
七
年
、
突
如
と
し
て
注
目

を
集
め
た
。
そ
れ
は
、
中
原
中
也
記
念
館
が
行

っ
た

「私
の
好
き
な
中
原
中
也

の
詩
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、　
一
〇
代
が
選
ん
だ
詩
の
第

一
位
に
こ
の
作
品

が
選
ば
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
詩
人
は
辛
い
」
と
と
も
に
、
や
は
り
詩
集
非
収

録
の

「
酒
場
に
て
」
も

一
〇
代
の
上
位
に
選
ば
れ
て
い
る
が
、
教
科
書
に
も
採

録
さ
れ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
詩
篇
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
上
位
に
来
て
い
る
こ
と

に
、
関
係
者
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
。

中
原
　
ユ思
外
だ

っ
た
の
は
、
「
酒
場
に
て
」
と

「詩
人
は
辛
い
」
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
伺
い
ま
す
が
、
中
高
生
と
い
う
の
は
特
定
の
県
で
す
か
。

福
田
　
は
い
。
新
潟
と
北
九
州
で
ク
ラ
ス
で
ま
と
め
て
で
し
ょ
う
か
、
そ
う

い
う
風
に
し
て
応
募
し
て
下
さ

っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
両
方
と
も
生

徒
の
感
想
が
そ
の
二

つ
の
詩
に
集
中
し
て
い
て
、
そ
し
て
両
方
と
も
先
生

方
は
特
に
指
導
し
て
な
い
と
お

っ
し
ゃ
る
。
だ
か
ら
、
生
き
方
と
か
い
の

ち
と
は
何
か
と
か
、
多
分
子
供
た
ち
に
と

っ
て
そ
れ
は
な
か
な
か
捕
ま
え

ど
こ
ろ
が
な
か

っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
時
に
こ
の
詩
に
出
会
う
と
、

生
徒
た
ち
は
こ
こ
に
代
弁
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
共

鳴
し
て
感
想
を
書
い
た
ん
で
し
ょ
う
と
お

っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。
（中
略
）

中
原
　
多
少
思
う
の
は
、
「詩
人
は
辛
い
」
は
疎
外
感
を
歌

っ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら

「
酒
場
に
て
」
に
も
や
は
り
疎
外
感
が
あ
る
わ
け
で
す
。
周
り

の
人
に
な
じ
め
な
い
、
周
り
の
人
か
ら
誤
解
さ
れ
る
と
い
う
。
で
も
自
分

は
こ
う
な
ん
だ
、
こ
れ
が
自
分
な
ん
だ
、
自
分
ら
し
く
あ
り
た
い
と
い
う

の
は
最
近
の
若
者
の
傾
向
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
…
。

中
原
豊
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
で
歌
わ
れ
て
い
る
内
容
は

「
最

近
の
若
者
」
の
感
覚
と
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
本
音
を
隠
し
、
表
面

的
に
し
か
人
と
付
き
合
わ
な
い

「
み
ん
な
」

に
対
し
て
、
真
摯
に

「
歌
」
を

歌

っ
て
い
た

「
私
」
は
距
離
を
感
じ
、
い
ら
だ

つ
。
お
そ
ら
く
そ
の
点
に
、

「
最
近
の
若
者
」
た
ち
は
親
近
感
を
覚
え
た
の
だ
ろ
う
。
「御
都
合
な
世
の
中
」

で
あ
る
の
は
、
当
時
よ
り
む
し
ろ
現
在
で
あ
る
。
ま
た
、
今
日
的
な
評
価
の
高

さ
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、

こ
の
詩
の

「
私
」
が
タ
イ
ト
ル
に
よ

っ
て

「
詩

人
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
こ
と

が
、
こ
の
詩
の
背
後
に
中
原
中
也
と
い
う
作
者
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
、
こ
の
詩

に
対
す
る
親
近
感
を
ま
す
ま
す
抱
き
や
す
い
も
の
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

こ
の
詩
の
背
後
に
感
じ
ら
れ
る
作
者
の
存
在
。
確
か
に
こ
の
詩
を
歌
う

「詩

人
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
知

っ
て
い
る
中
原
中
也
の
姿
と
重
な

っ

て
い
る
。
野
々
上
慶

一
は
次
の
よ
う
に
証
言
す
る
。

中
也
は
、
飲
ん
で
い
て
、
時
に
突
如
と
し
て
自
作
の
詩
を
、
頃
れ
た
、
し

か
し
、
し

っ
か
り
と
し
た
声
で
、
ま
た
時
に
は
悲
し
気
な
声
音
で
、
抑
揚

を

つ
け
て
、
朗
誦
し
た
り
し
ま
し
た
。
い
ま
で
も
そ
の
姿
が
目
に
う
か
び
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『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
も
ま
だ
雑
誌
な
ど
に
発
表
し
な
い
新
作
の
詩
を
、

披
露
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
い
ま
思
え
ば
、
『
在
り
し
日
の
歌
』
に
収
め

ら
れ
た
詩
の
多
く
で
す
。
し
か
し
、
中
也
の
朗
読
が
は
じ
ま
る
と
、
み
な

イ
ヤ
な
顔
を
し
て
、
座
は
白
け
た
も
の
で
し
た
が
、
そ
し
て
私
も
ま
た
は

じ
ま

っ
た
、
と
そ
の
時
は
迷
惑
に
思

っ
た
も
の
で
す
が
、
歳
月
は
ふ
し
ぎ

な
も
の
で
す
。
私
は
い
ま
で
は
時
々
、
こ
の
こ
と
を
と
て
も
な

つ
か
し
く

思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

野
々
上
の
証
言
は
、
ま
さ
に

「詩
人
は
辛
い
」
で
歌
わ
れ
て
い
る
内
容
と
合

致
し
て
い
る
。
と
は
い
え
わ
た
し
は
、
「
詩
人
は
辛
い
」
の

「
私
」
が
実
在
じ

た
中
原
中
也
と
い
う
詩
人
と
同

一
人
物
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
や
、
ど
う
し
て

「
詩
人
は
辛
い
」
と
い
う
作
品
が
現
代
と
い
う
時
代
に
好
評
を
持

っ
て
迎
え
ら

れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
考
え
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
詩
の

「
私
」
が
明
ら
か
に

「詩
人
」
と
い
う
一肩
書
き

を
持

つ
人
物
だ
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
こ
の
よ
う
な
作
品
が
詩
の
専
門
誌
で
あ

る
第
二
次

「
四
季
」
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
中
原
や

「
四
季
」
に
依
拠
す
る
詩
人
た
ち
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持

っ
て
い
た
の
か
。

ま
ず
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
四
季
」

へ
の
寄
稿
に
際

し
て
、
そ
の
文
章
を
読
む
の
が
詩
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
中
原
は
意
識
し
て
い

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。　
一
九
三
五
年

一
月
発
行
の

「
四
季
」
第
四
号
に
掲

載
さ
れ
た

「近
時
詩
壇
寸
感
」
に
、
中
原
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

人
に
よ
つ
て
色
々
異
る
こ
と
と
思
ひ
ま
す
が
、
私
は
詩
に
就
い
て
は
自

分
に
分
る
や
う
に
だ
け
は
考

へ
ま
す
が
、
そ
れ
を
人
に
分
ら
せ
よ
う
と
す

る
や
大
変
骨
が
折
れ
ま
す
。
而
も
骨
を
折

つ
た
結
果
は
、
大
抵
の
場
合
自

分
は
気
拙
く
な
り
、
相
手
に
は
殆
ん
ど
役
に
立
た
な
い
や
う
な
次
第
で

す
。
こ
れ
は
、　
一
つ
に
は
私
が
今
迄
に
、
詩
人
で
あ
る
人
と
余
り
お

つ
き

あ
ひ
し
て
来
な
か

つ
た
と
い
ふ
こ
と
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

も
し
相
手
が
や
は
り
詩
人
で
あ
る
場
合
は
、
随
分
容
易
に
話
が
通
じ
、
又

互
ひ
に
利
す
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今
の
所
私
は
、
詩
論
と
い
ふ
も

の
は
殊
ん
ど
無
益
だ
と
諦
め
切

つ
て
ゐ
る
有
様
で
す
。

右
の
文
章
は
、
こ
れ
を
読
む
人
た
ち
が

「
や
は
り
詩
人
で
あ
る
」
と
い
う
前

提
に
立

っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
中
原
が
詩
人
た
ち
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
意
識
し

て

「
四
季
」
に
発
表
す
る
文
章
を
書
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
と
す
れ
ば
、
中

原
は

「
四
季
」
に
発
表
す
る
詩
が
自
分
以
外
の
詩
人
た
ち
に
読
ま
れ
る
と
い
う

こ
と
も
当
然
意
識
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

詩
人
た
ち
に
読
ま
れ
る
と
、
「
詩
人
は
辛
い
」
と
い
う
詩
の
意
味
合
い
は
大

き
く
変
化
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
「
四
季
」
と
い
う
読
み
手
も
書
き
手
も
詩

人
ば
か
り
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
「詩
人
は
辛
い
」
と
い
う
作
品
は
、

「詩
人
」
で
あ
る

「私
」
の

「歌
」
と
同
時
に
、
「
四
季
」
に
依
拠
し
て
い
る
詩

人
た
ち
の

「
歌
」
と
し
て
の
意
味
合
い
も
持

つ
よ
う
に
な

っ
て
い
く
の
で
あ

スυ
。中

原
が
こ
の
詩
を

「
四
季
」
に
発
表
し
た
の
は
、
「
私
」
と
同
じ
詩
人
た
ち

な
ら
こ
の
よ
う
な

「私
」
の
不
遇
を
理
解
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い

う
淡
い
期
待
を
抱
い
て
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

こ
の
詩
は
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「
歌
な
ぞ
ど
う
だ

つ
た

つ
て
か
ま
は
な
い
」
と
思

っ
て
い
る
人
ば
か
り
の

「
ご

都
合
な
世
の
中
」
で
、
そ
れ
で
も

「歌
」
を
歌
お
う
と
し
て
い
る
詩
人
仲
間
に

向
け
た
、
中
原
な
り
の
エ
ー
ル
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え

れ
ば
、
中
原
は
こ
の
詩
を

「
四
季
」
に
発
表
す
る
こ
と
で
、
孤
独
で
つ
ら
い
の

は
あ
な
た
だ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

「
四
季
」
の
読
み
手
で
あ

り
、
書
き
手
で
も
あ
る
詩
人
た
ち
に
送

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の

一
方
で
、
詩
人
た
ち
の
集
う
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
観
点
か
ら

「
詩
人
は
辛
い
」
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
こ
の
詩
の
持

つ
ア
イ

ロ
ニ
カ
ル
な

面
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
詩
で
は
、
「
も
う
歌
な
ぞ
歌
は
な

い
」
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
じ

つ
は

「歌
は
な
い
」
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
自
虐
的
な
内
容
は
、
詩
を
書
か
な
い
読
者
に
と

っ
て
は
悲
壮
感
あ
ふ
れ
る

決
意
に
感
じ
ら
れ
る
反
面
、
「歌
は
な
い
」
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点

で
か
な
リ

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
響
く
が
、
当
時
の
読
者
、
す
な
わ
ち
第
二
次

「
四

季
」
に
依
拠
す
る
詩
人
た
ち
に
は
、

こ
の
詩
は
ど
の
よ
う
に
映

っ
た
だ
ろ
う

か
。
資
料
に
乏
し
い
の
で
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、
「御
都
合
な
世
の
中
」
で

あ
る
こ
と
を
特
に
気
に
せ
ず

「歌
」
を
歌

っ
て
い
る
詩
人
た
ち
に
と

っ
て
は
、

こ
の
詩
の
内
容
は
自
分
た
ち
に
対
す
る
批
判
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
し
、
に

も
か
か
わ
ら
ず

「歌
は
な
い
」
こ
と
を
歌

っ
て
い
る

「私
」
の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル

な
態
度
は
、
そ
の
よ
う
な
詩
人
た
ち
の
感
情
を
逆
な
で
し
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

い
え
ば
、
「
歌
」
を
聞
く
機
会
が
も

っ
と
も
多
い
の
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
、

み
ず
か
ら
も
ま
た

「歌
」
を
歌
う
も
の
、
す
な
わ
ち
詩
人
た
ち
な
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
こ
の
詩
で
歌
わ
れ
て
い
る

「
み
ん
な
歌
な
ぞ
聴
い
て
は
ゐ
な
い
／

聴
い
て
る
や
う
な
ふ
り
だ
け
は
す
る
」
と
は
、
詩
に
無
関
心
な
世
間
の
人
々
に

向
け
た
不
満
で
あ
る
と
同
時
に
、
じ

つ
は
こ
の
作
品
を
読
ん
で
い
る
詩
人
た
ち

に
対
す
る
皮
肉
と
も
な

っ
て
い
る
の
だ
。

「詩
人
は
辛
い
」
は

「
四
季
」
に
依
拠
す
る
詩
人
た
ち
に
、
孤
独
で
つ
ら
い
の

は
あ
な
た
だ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

一暴
に
は

「
み
ん
な
歌
な
ぞ
聴
い
て
は
ゐ
な
い
」
こ
と
に
対
す
る
批
判
や
ア
イ
ロ

ニ
ー
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
詩
人
た
ち
の
集
う
第
二
次

「
四
季
」
と
い
う
雑
誌

に
、
詩
人
た
ち

へ
の
批
判
と
も
取
れ
る
こ
の
よ
う
な
内
容
の
詩
を
中
原
が
発
表

し
て
い
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
か
ら
み
れ
ば
い
か
に
も
中
原
ら
し
い
が
、
そ
こ

に
依
拠
す
る
詩
人
た
ち
に
と

っ
て
は
、
や
は
り
異
様
で
不
気
味
に
感
じ
ら
れ
た

だ
ろ
う
。
中
原
が

「裏
に
弁
証
論
的
な
諷
刺
や
イ
ロ
ニ
イ
を
隠
し
て
ゐ
る
」
こ

と
を
見
抜
き
、
「
懐
中
に
短
刀
を
入
れ
て
る
子
供
の
図
」
を
、
こ
の
詩
人
の
風

貌
か
ら
感
ず
る
の
は
、
決
し
て
僕

一
人
で
は
な
い
で
あ
ら
う
」
と
評
し
た
の

は
、
「詩
人
は
辛
い
」
と
同
様
、
『
在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の

「倦
怠
」
を
高

く
評
価
し
た
詩
人
、
萩
原
朔
太
郎
で
あ

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｒ
つ
く
）

注（１
）

『新
編
中
原
中
也
全
集
』
第

一
巻

「解
題
篇
」
角
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
二

月
、　
一
九

一
―

一
九
四
頁
参
照
。

（２
）
中
村
稔
・
樋
口
覚

「徹
底
討
議
　
詩
史
と
し
て
の
中
原
中
也
」、
「
ユ
リ
イ
カ
」

第
三
二
巻
第
八
号
、
青
土
社
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、　
三
ハ
四
頁
。

（３
）
小
川
和
佑

『
「
四
季
」
の
そ
の
詩
人
』
有
精
堂
出
版
、　
一
九
六
九
年

一
二
月
、

三
〇
頁
。

―
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『
在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の



『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

（４
）
平
岡
敏
夫

「
「
四
季
」
「歴
程
」
と
中
原
中
也
　
一
九
二
〇
年
代
の
抒
情
の
な

か
で
」
、
「
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
第
二
八
巻
第
五
号
、
学
燈
社
、

一
九
八
三
年
四
月
、
五
五
頁
。

（５
）
「寒
い
―
」
「北
の
海
」
「閑
寂
」
「童
女
」
「深
更
」
「白
紙
」
「
お
道
化
う
た
」

「冬
の
明
方
」
「
は
る
か
ぜ
」
「あ
ば
ず
れ
女
の
亭
主
が
歌

つ
た
」
の

一
〇
篇
。

こ
の
う
ち
、
『
在
り
し
日
の
歌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は

「北
の
海
」
「
閑

寂
」
「
お
道
化
う
た
」
「冬
の
明
方
」
（詩
集
で
は

「冬
の
明
け
方
」
と
改
題
）

「あ
ば
ず
れ
女
の
亭
主
が
歌

つ
た
」
の
五
篇
で
あ
る
。

（６
）
渡
邊
浩
史

「
メ
デ
ィ
ア
の
要
請
に
応
え
る
詩
―
―

『
四
季
』
『
歴
程
』
に
お
け

る
中
原
詩
の
特
質
を
め
ぐ

っ
て
―
―
」
、
「京
都
語
文
」
第

一
三
号
、
佛
教
大

学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
六
年

一
一
月
、　
〓

一八
頁
。

（７
）
小
川
和
佑
、
前
掲
書

（３
）、
二
―
三
頁
。

（８
）
も
ち
ろ
ん
、
中
原
本
人
は
意
識
せ
ず
と
も
こ
れ
ら
の
雑
誌
、
特
に

「歴
程
」

の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
中
原
の
詩
は
大
い
に
荷
担
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

（９
）
拙
稿

「中
原
中
也
の

「詩
壇
」
意
識
―
―

一
九
二
五
年
前
後
の
詩
を
め
ぐ
る

状
況
と

「
日
本
詩
人
会
」
「詩
人
ク
ラ
ブ
」
「東
京
詩
人
ク
ラ
ブ
Ｌ
、
「中
原
中

也
研
究
」
第
七
号
、
中
原
中
也
記
念
館
、
二
〇
〇
二
年
八
月
参
照
。

注

（５
）
参
照
。

安
原
喜
弘

『
中
原
中
也
の
手
紙
』
玉
川
大
学
出
版
部
、　
一
九
七
九
年
四
月
、

四
三
―
四
四
頁
。

前
掲
書

（１
）
、
三

〓
二
頁
。

渡
邊
浩
史
、
前
掲
文

（６
）、　
三
二
七
頁
。

同
右
、
同
頁
。

大
岡
昇
平
は

「中
原
は
あ
ま
り
自
信
の
な
い
作
品
を
雑
誌
に
発
表
す
る
時
、

国
ご
論

と
書
き
添
え
る
癖
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
雑
誌
発
表
さ
れ
た

詩
篇
に
こ
の
語
が
み
ら
れ
る
の
は
、
「む
な
し
さ
」
と

「道
化
の
臨
終
０
ご
計

∪
＆
”
〕∽けいｏ
ｓ
Ｃ
」
３
日
本
歌
人
」

一
九
二
七
年
九
月
号
）
の
二
篇
の
み
で
あ

る
。
『
中
原
中
也
全
集
』
解
説
」
『
大
岡
昇
平
全
集
』
第

一
八
巻
、
筑
摩
書

房
、　
一
九
九
五
年

一
月
、
三
六
五
頁
。

（‐６
）

一
九
三
七
年
二
月

一
一
日
付
神
保
光
太
郎
宛
堀
辰
雄
書
簡
。
『堀
辰
雄
全
集
』

第
八
巻
、
筑
摩
董
房
、　
一
九
七
八
年
八
月
、　
〓

一七
頁
。

（・７
）
小
川
和
佑
、
前
掲
書

（３
）
、
三
〇
頁
。

（‐８
）
萩
原
朔
太
郎

「詩
壇
の
新
人
」
、
「文
芸
通
信
」
第
五
巻
第
二
号
、
文
芸
春
秋

社
、　
一
九
二
七
年
二
月
、
四
八
頁
。

（・９
）
前
掲
書

（１
）
、
四

一
四
頁
参
照
。

（２０
）
中
村
稔

『
中
原
中
也
　
一言
葉
な
き
歌
』
筑
摩
董
房
、　
一
九
九
〇
年

一
一
月
、

一
三
―

一
四
頁
。

（２‐
）
萩
原
朔
太
郎

「詩
壇
時
感
」
、
「
四
季
」
第

一
〇
号
、
四
季
社
、　
一
九
二
五
年

八
月
、
二
九
頁
。
北
川
透
も
こ
の
朔
太
郎
の
評
を
取
り
上
げ
て
、
「倦
怠
」
は

「
た
し
か
に
朔
太
郎
の
指
摘
の
よ
う
に
い
い
作
品
で
あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
「中
也
は
ど
う
い
う
わ
け
か
、
こ
の
朔
太
郎
の
時
評
を
絶
対
読
ん
で
い
る

の
に
、
「倦
怠
」
を
詩
集

『
在
り
し
日
の
歌
』
か
ら
は
ず
し
て
い
る
」
と
疑
問

を
呈
し
て
い
る
。
「新
人
、
中
原
中
也
の
可
能
性
　
一
九
二
〇
年
代
と
今
日
」

『中
原
中
也
論
集
成
』
思
潮
社
、
二
〇
〇
七
年

一
〇
月
、　
一
九
八
頁
。

（２２
）
拙
稿

「倦
怠
と
幻
想
―
―
中
原
中
也

『山
羊
の
歌
』
『在
り
し
日
の
歌
』
の
再

検
討
―
―
」、
「論
集
」
第
四
二
号
、
梅
光
学
院
大
学
、
二
〇
〇
九
年

一
月
参
照
。

（２３
）
土
方
定

一
「歌
は
れ
る
詩
」
、
「歴
程
」
第

一
七
号
、
八
雲
書
林
、　
一
九
四
二

年
四
月
、　
三
二
頁
。

（
２４
）
拙
稿

「
歌
曲

・
朗
読

・
ラ
ジ
オ
放
送
―
―
中
原
中
也
像
の
形
成
に
即
し
て

―
―
」
、
「早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」
第
四
六
輯
第
三
分
冊
、

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇

一
年
二
月
参
照
。

（
２５
）
和
田
健

。
中
原
豊

・
横
田
昌
子

・
福
田
百
合
子

「座
談
会
　
私
の
好
き
な
中

15  14  13  12      11  10
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原
中
也
の
詩
」
、
『
天
使
の
手
帖
～
私
の
好
き
な
中
原
中
也
の
詩
　
一
、
○
○

○
人
ア
ン
ケ
ー
ト
～
』
中
原
中
也
記
念
館
、　
一
九
九
七
年

一
〇
月
、　
〓
ハ
頁
。

（２６
）
野
々
上
慶

一
「
『山
羊
の
歌
』
の
こ
と
」
『
さ
ま
ざ
ま
な
追
想
　
文
士
と
い
う

さ
む
ら
い
た
ち
』
文
芸
春
秋
、　
一
九
八
五
年

一
月
、
二
三
頁
。

（２７
）
萩
原
朔
太
郎
、
前
掲
書

（１８
）
、
四
八
頁
。

※
本
稿
は
、
「
日
本
文
学
研
究
」
第
四
四
号

（梅
光
学
院
大
学
、
二
〇
〇
九
年

一
月
）

掲
載
の

「
第
二
次

「
四
季
」
創
刊
前
後
の
中
原
中
也
―
―

「
四
季
」
に
お
け
る
中

原
中
也
、
中
原
中
也
に
お
け
る

「
四
季
」
（１
）
―
―
」
の
続
稿
で
あ
る
。
ま
た
、

本
稿
の
続
稿

「第
二
次

「
四
季
」
に
と
っ
て
中
原
中
也
の
存
在
意
義
と
は
何
だ

っ
た

か
―
―

「
四
季
」
に
お
け
る
中
原
中
也
、
中
原
中
也
に
お
け
る
「
四
季
六
３
）―
―
」

が

「
日
本
文
学
研
究
」
第
四
五
号

（二
〇

一
〇
年

一
月
発
行
予
定
）
に
掲
載
予
定

で
あ
る
。
ご
併
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
な
お
、
中
原
中
也
の
文
章
は
、

角
川
書
店
版

『新
編
中
原
中
也
全
集
』
を
本
文
と
し
、
適
宜
各
掲
載
誌
を
参
照
し

た
。
引
用
に
際
し
、　
一
部
を
除
い
て
旧
字
体
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
、
ル
ビ
は
省

略
し
た
。
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『在
り
し
日
の
歌
』
非
収
録
の
第
二
次

「
四
季
」
発
表
詩
篇
か
ら
み
え
て
く
る
も
の


